
第51回全国中学校ハンドボール大会

試合結果・戦評報告

競技日 令和４年８月２１日（日） 試合番号 B13 回戦 準決勝

種別 中学生 会場 函館アリーナ　メインアリーナ　Ｂコート

Ａチーム Ｂチーム

宇土市立鶴城中学校(熊本) 高石市立高南中学校(大阪)

得点合計 小計 小計 得点合計

13

戦評

第１延長後半

第２延長前半

第１延長前半

　準決勝に駒を進めてきた九州ブロック1位の鶴城中学校（熊本）と近畿ブロック１位の高南中学校（大阪）。
鶴城のスローオフから始まる。先制は鶴城。キーパーのはじいた球を見逃さず１４番が決める。続いて３番の
ロングシュート、セットプレイからの９番左サイドのシュートなど連続得点。高南も相手のミスから速攻などで得
点を重ねる。鶴城は早いパス回しから安定のサイドシュートで得点を決め、高南はバックとポストのコンビプレ
イ、そしてバックプレイヤーの力強いロングシュートで得点を決め、一進一退が続き前半１１－１２で高南リー
ドで終えた。
　後半は両校とも取られたら取り返す激しい攻防戦。そんな中、後半１０分、鶴城は２連続退場者が出た
が、１５番の力強いフェイントからの１対１などで得点を重ねる。対して高南もセットプレーからのサイドシュート
やバックからの際どいパスで２番がポストシュートを決めるなど、前半と変わらず一進一退が続く。後半２０
分、残り５分というところで高南１点リード。鶴城は７MTチャンスを得るが、１２番キーパーの好セーブで得点
を逃す。さらに鶴城は７MTで得点したが、高南が集中を切らさず守り続け２５－２４で高南が勝利し、決勝進
出を決めた。
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